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　今般立教大学を退職するにあたり、コミュニティ福祉学部の紀要編集委員会より紀要への投稿
を求められました。自分の研究者生活を振り返ると、興味の対象が時と共に大きく変化し、実に
多彩な、いやむしろ雑多な研究に携わってきたように思います。そんな私ですが、ここでは自分
が一番興味深く取り組んだ「星野道夫」の「霊性（スピリチュアリティ）」に関する研究につい
て、そのエッセンスをご紹介したいと思います。
　立教大学に奉職して30年以上の年月が経ちますが、その間私は「ウエルネス」という領域の
研究をしてきました。この「ウエルネス」という研究領域は極単純化して捉えると、「如何によ
りよく生きるか」を多様な角度から問う学問分野と考えることができます。そして、この「如何
によりよく生きるか」を考えるとき、“霊性（スピリチュアリティ）”の問題は避けて通れない重
要な要素だと私は考えます。何故なら全人的なQOLを考えたとき、霊性がとても重要な要素に
なるからです（大石ら2007、2008）。一方、アウトドアフィールドが重要な活動の場であった私
にとって、「星野道夫」も重要な研究対象でした。星野道夫はアラスカを舞台に、そこに生息す
る動物や自然、そして人々の営みを写真や文章で表現した人です。一見まったく無関係に見える
この「霊性」と「星野道夫」は、日本の様々な現代社会病理に思いを馳せたとき、私の中で一つ
に結び付きました。
　本稿では、星野道夫の言葉やメッセージをヒントに、現代に横たわる様々な社会病理を解消す
るために私たちが備えるべき価値観に関して、霊性という観点から考えてみたいと思います。な
お、以下の文章は雑誌『サムライ・平和』（濁川2019）に投稿した『星野道夫と日本人の求める
霊性』を元に加筆修正したものです。
　星野道夫はアラスカで繰り広げられる自然や動植物、そして人々の営みを写真に収め、世界的
に高い評価を受けています。写真家であると同時に、独特の世界観をもった秀逸な文筆家でもあ
りました。40代の若さで他界し20年以上の歳月が流れるのですが、いまだに彼の写真展は多く
の人で溢れかえります。一方で、彼をテーマにした本などの出版物は今も新作が世に出続けると
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いう不思議な魅力をもつ作家です。2016年には「没後20年特別展星野道夫の旅」と題する写
真展が日本各地で開催されました。私は東京開催の写真展を2回訪れたのですが、どちらも溢れ
んばかりの人々で……しかも、人々は一つの写真の下をなかなか離れようとしません。私自身も
そんな一人だったと思います。ほとんどの作品は写真集で見ているのですが、古い友達に再会す
るような、あの嬉しさを噛み殺す時の少しこそばゆいような、そんな懐かしい気持ちで写真の風
景に見入ったのでした。それはとても幸せな時間でした。
　没後20年以上も経とうというのに、なぜ星野道夫は人々の心から薄れ去って行かないのでしょ
うか。いやむしろ逆に、輝きを増して私たちを惹きつけるのでしょうか。それは、彼が遺した写
真や文章に我々日本人が求めて止まないものが隠されているからだと思うのです。それは何か。
ずばり、それは我々の心の拠り所となる物語、つまり「神話」だと思います。これを私は「星
野道夫の神話」と名付け、拙著『星野道夫の神話（コスモス・ライブラリー）』（濁川2017）で、
その意味するところを読み解きました。神話とは本来、宇宙の成り立ちや人間・動植物など生命
の起源を伝承的に説くものであり、同時に人が生きるうえでのルールやタブーを暗に示すもので
す。20年以上前に星野道夫自身もいくつかの講演会で述べていましたが、先行きの見えない現代
社会は、人々が自分の生き方を確認するうえでの神話を必要としている時代です（星野2003）。
星野が逝ってから20年経った現在、この混迷は深まるばかりのように見えます。富める者と貧
しい者という二極化。この格差は拡大するばかりで、世界中の富の半分以上を人口のわずか1％
の富豪が握るという現実。一方で2020年現在、日本では東日本大震災の被災者が未だに故郷に
戻れず、アフリカや中東では自国で暮らすことすらできない多くの難民が彷徨っています。この
ような格差を生んでいる元凶は、“物質的繁栄こそが幸せ”であると勘違いした拝金主義的な価
値観でしょう。この価値観は、同時に世界各地に深刻な自然環境破壊をもたらし、それは気候変
動や自然災害として私たちの生活を脅かしています。その一方、もうそこまで来ているAI時代、
すなわち人工知能やロボットが人間に取って代わるというSF映画のような時代を、人々はどの
ようなスタンスで生きて行けばよいのか、そこがまったく見通せません。こんな時代を生きる私
たちに、自身の生き方と作品を通じて、未来の社会を築くためのヒントを遺してくれたのが星野
道夫だと思うのです。星野道夫の物語には、多くの日本人が理想とするメンタリティや未来の自
分自身を位置づけるためのヒントが隠されています。私たち読者が星野道夫に魅せられるのは、
人々が知らず知らずのうちに星野の著作から、自身が心の拠り所としたい物語、すなわち神話を
紡ぎ取ってきたからだと思うのです。もちろん星野道夫自身は、自分の著作をこんな風に評価さ
れることなど考えていなかったと思います。そもそも星野道夫の作品には、声高に正論を説いた
り、人にあれこれ諭したりするような気配は微塵も感じられません。しかし彼は、現実社会で起
きる事象を客観的に評価し、それに翻弄されながらも生きゆく人々を愛の眼差しで見つめていま
した。アラスカの大自然の中で暮らす命の営みを、宇宙の摂理の中で捉えていました。文明が自
然との調和を度外視し、無軌道に膨張してゆくようにしか見えない現在、星野道夫が遺したメッ
セージは、相対的にいよいよその輝きを増して行くようです。
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　星野が遺したメッセージを読み解くうえで重要なキーワードとなるのが、多様性、共生、霊性
の3つだと私は考えます。多様性に関して、星野道夫は次のように記しています。
　一部の人間、民族、あるいは一つの種の価値観をもって、異なるものの存在を脅かしてゆく
方向は、いつしかそれ自身が袋小路へと追いつめられてゆくに違いない。生物の多様性の存在
は、まず私たち自身をほっとさせる。そして、私たちが誰なのかを教え続けてくれる。違うも
のの存在を認めるということ。あの夜、私を見つめていたオオカミのまなざしがそれを語りか
け、教えてくれたような気がする。
　多様性、それは決して生物の世界にとどまらず、人間社会の中における文化の多様性にもあ
てはめることができる。それは私たちの考え方を刺激し、思考に豊かさと選択の機会を与えて
くれる。時には私たちの中に存在する、いろいろな問題を解決するための方向性を与えてくれ
るかもしれない。健康を維持してゆくためにいろいろな食べ物が必要なように、同じことが精
神の健康にも必要なのだろう。（星野2003）『単行本未収録作品　オオカミのこと：星野道夫著
作集5巻p204』
　ここで星野道夫が言うように文化の多様性、価値観の多様性を受け容れることができれば、そ
れは自分自身を救ってくれます。近視眼的に一つの考えに囚われ、袋小路から抜け出せない自分
自身を。それと同時に多様な存在は、自身が何者であるかも教えてくれます。私たちはいつも多
くの他者と共にあって、その中で自分を相対化してこそ、自身の立ち位置や本当の姿を知ること
ができるわけです。そしてこの発想を多くの人々が共有できたなら、その先には共生社会が見え
てくるでしょう。今、人間社会に顕在化している紛争、分断、軋轢、一極集中などの減少につな
がり、私たちの世界は多様な存在を認め合い共に生きる社会へと近づくのではないでしょうか。
　このように多様性の大切さを私たちに気づかせてくれ、その先にある共生社会への希望をくれ
る星野道夫ですが、彼の作品にそのような資質を与えた根源は彼が備えていた豊かな霊性である
と私は考えます。ここで言う霊性とは、人間が普遍的にもつ己の存在の意味を問う行為や、人知
を超えた大いなる存在を認識し、それに対し畏敬の念を抱くことなど、人間ならではの深遠な特
質のことです。悠久の時を超えて繰り返される大自然の営みに畏怖を覚え、樹木や動植物、更に
は山や川や風などにまである種の神性を感じ取る。そんな営みこそ、霊性の顕われと見ることが
できるのです。もう少し具体的に言うと、「誰が見ていなくてもお天道様が見ている」「日々生か
されていることに感謝を感じる」「年長者やご先祖さまを敬う」「四季の移ろいに、ものの哀れを
感じる」というようなセンスで、世界中の多くの先住民族がもっていた自然と調和して生きる価
値観だと思います。
　さて、星野道夫が示した霊性の根幹をなす要素はどのようなものでしょう。私は、ここにこそ
星野道夫の人気を支えるもの、すなわち我々日本人が求めて止まない大切な価値観が隠されてい
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ると思うのです。星野道夫の全著作、全文章を対象に、質的分析という手法を用い、星野道夫の
霊性の特徴を探った研究があります（濁川ら2015）。それによると、星野道夫の霊性は、「万物
の繋がり」、「自然との調和」、「古い知恵の継承」、「輪廻」、「年長者への敬意」、「目に見えない存
在」という6つの要素で構成されるということが解りました。ここで得られた6つの要素を総合
して、星野道夫の霊性をまとめると以下のような人物像が浮かび上がります。すなわち、自然と
の調和を重んじ、年長者や古い知恵に生きるべき方向性を仰ぎながら、物質を超えた目に見えな
い存在にも価値を見出し、多様性を認めつつも全ての存在が繋がっているという思想をもち、輪
廻という悠久の旅を続ける人間。この人間像をもう少し具体化すると、どんな人間になるでしょ
うか。それは、当然と言えば当然なのですが、星野道夫のような人間と表現するのが一番解りや
すいと思います。星野道夫はアラスカの大自然の中で、そのリズムと調和して生きました。年長
者を敬愛し、継承すべきその知恵で七世代先の未来を想う人でした。物質的な満足よりも、シン
プルで多少不便な暮らしの中に心の豊かさを見出す人でした。生物の多様性、文化の多様性、考
え方の多様性を重視し自分と異なる存在を受け入れる人でした。そして、目に見えない存在や、
非物質的なものの価値に思いを馳せる人でした。経済活動が優先され、物質的な価値観が偏重さ
れがちなこの社会において、人々は地球環境の危機的な状況や、その他様々な格差や歪みを否応
なく感じています。そのような社会にあって、私たちは無意識のうちに、星野道夫が示した霊性
に未来の希望を託しているような気がします。
　ぼくはハイダ族の神話“ワタリガラスと最初の人々”の最後の章を思い出していた。人々の
暮らしは豊かとなり、文化は栄え、その後に続く物語だった。
　“……何かがもう終わりに近づいていた。村は捨て去られ、廃墟となり、人々は少しずつ変
わっていった。海はその豊かさを失い、大地は荒れ果てていった。おそらく時が来たのだろ
う。ワタリガラスがもう一度この世界を作り直す時が……”（星野2003）『森と氷河とクジラ：
星野道夫著作集4巻p47』
　これは、星野道夫が現代社会に“ハイダ族の神話”を重ね合わせ、感じている憂いです。私に
はこの神話の状況が、今の社会にとても似ているように思えてなりません。ワタリガラスがもう
一度世界を作り直さないためにも、私たちは今、霊性という資質について、真剣に思いを馳せる
べきで時ではないでしょうか。
引用文献
大石和男、安川通雄、濁川孝志、飯田史彦（2007）『大学生における生きがい感と死生観の関係』健康心理学研究　20
（2) :1-9
大石和男、安川通雄、濁川孝志（2008）『死生観に関する教育による生きがい感の向上』日本トランスパーソナル心理学
113立教大学コミュニティ福祉学部紀要第 22号（2020）
／精神医学　8(1):44-50
濁川孝志（2019）『星野道夫と日本人の求める霊性』サムライ・平和　第13号　49-56
濁川孝志（2017）『星野道夫の神話』コスモス・ライブラリー
星野道夫（2003）『魔法の言葉─星野道夫講演集』スイッチ・パブリッシング
星野道夫（2003）『星野道夫著作集5.』（単行本未収録作品　オオカミのこと）新潮社
濁川孝志、遠藤伸太郎、和秀俊（2015）『星野道夫のスピリチュアリティ─文学作品から日本人の志向するスピリチュア
リティの一形態とその多様性を考える試み─』
日本トランスパーソナル心理学／精神医学　14（1）:43-62
星野道夫（2003）『星野道夫著作集4.』（森と氷河とクジラ）新潮社
